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農産物流通における旬野菜の良さの実証と普及活動 

 

泉亜季，荒井聡太，稲葉健斗，高橋侑菜，武田優唯 

(日本大学商学部秋川卓也研究室) 

 
要旨  

近年，小売店の青果コーナーでは，季節を問わず様々な野菜が陳列されているため，消費者の中で野菜の「旬」に対す

る認識も希薄化しつつある。こういった現状を踏まえ，本論文では，旬の良さを検証して，消費者に旬という概念が再び広く

浸透するための活動について言及する。具体的には，旬野菜の良さを美味しさ，健康効果，環境効果，栄養価の高さの 4

つの観点で検証を行った。さらに，これらの検証結果を踏まえ，旬の良さを普及するために，ウェブサイト，SNS，リーフレッ

ト，プレスリリースを用いて認知活動を行った。 

 

キーワード：農産物流通，生鮮食品，旬，食文化，実証，認知 

 

１． はじめに 

日本の食は「和食」として 2013 年にユネス

コ・無形文化遺産に登録されて，世界的にも

有名になった。農林水産省では，和食の無形

文化遺産登録にあたり，和食を「自然の尊重と

いう日本人の精神を体現した食に関する社会

的慣習」ととらえている。 

和食を支える 1つの要素に「旬」が挙げられ

る。旬は出盛りや食べごろの時期，すなわち

品質や味が良い時期とされる。地域の四季と

食材の旬が一致する形で食すことの意義が

「旬」という言葉で表現している。それぞれの

野菜に存在する旬を重視する文化が和食の

基礎をなしているのである。 

しかし，1970 年代以降，物流インフラの整

備と成育技術の発達により，地域を問わず年

間を通して様々な野菜が手に入るようになっ

た。そのため，全体に対する旬の時期での出

荷量割合は減少傾向にある。トマト，ピーマン，

きゅうり，なす，ほうれん草の 5 品目を例にとる

と，1970 年の各野菜の旬の時期における取り

扱いは平均約 44％であった。2009 年の調査

においては約 31％まで減少している。 

齋藤・渡邉（2000）によると，指定野菜（政府

が定めた消費量の多い野菜）の旬がいつであ

るかと問う消費者アンケートでは，正解率は半

数程度になっている。正解な旬を答えられる

割合が半数に留まる現状は，消費者の間で旬

という概念が希薄化している証左となる。 

 本論文では，上記の問題意識を踏まえ，旬

野菜を消費することの効用を 4 つの観点から

検証する。具体的には，①美味しさ，②健康

効果，③環境効果，④栄養効果に対して検証

を行い，さらに結果に基づいて普及活動のあ

り方に言及する。 

 

２． 旬野菜の良さの実証 

野菜の旬と主観的な美味しさ，および野菜の

旬と消費者の健康状況の 2 つの関係を検証す

るため，消費者に対して 2種類のアンケート調査

を行った。 

２．１  旬野菜と美味しさの関係の実証 

第一のアンケート調査はらでぃっしゅぼーや

株式会社（当時の社名。以下らでぃっしゅぼー

や）の協力のもと，同社のお試しセットの利用者

を対象にしたものである。お試しセットは，各地

の旬野菜を中心に 6～9 種類の商品から構成さ

れており（１か月ごとに商品構成を更新），非会

員を対象に販売されている。お試しセットにはが

きの調査票を同梱し，その回収を図った。調査

票には，同梱された旬野菜に対して感じた美味

しさと野菜に対する価値観を問うた。具体的には，

①家族構成，②セットをどこから知ったか，③購

入の決め手，④セットの感想，⑤セットの購入に

よって野菜の印象が変わったかという 5 つの項

目である。 

実施期間は，お試しセット販売日の平成 29年

7月 19日から販売終了日の 8月 24日の間であ

る。41 枚を回収することができた。回答結果から，

野菜を美味しいと感じると回答した割合は，旬を

考慮して野菜を買う消費者では 73％，考慮しな

い消費者では46％であった。つまり，旬を考慮し

て野菜を購入する消費者は野菜をより美味しい

と感じる傾向にあることがわかった。また，自由

記述欄への回答に関しては，テキストマイニング

で分析を行った。記述されていた形容詞の 9 割

以上が肯定的な意味のものであった。 
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２．２  旬野菜の健康への効果の実証 

第二のアンケート調査は，旬野菜の利用と健

康効果の関係を問うもので，ウェブアンケートの

形式で実施された。実施期間は，平成 29年9月

12 日から 9 月 13 日である。対象者は，食品購

入を行う消費者に設定した。調査票には旬野菜

の購入と生活習慣病などに関わる症状項目を設

定した。 

各症状項目のうち１つを従属変数とした回帰

分析を行った。したがって，分析は症状項目の

数だけ行っている。独立変数として，旬野菜の

購買（２項変数）とし，年齢・性別・生活習慣に関

する統制変数を設定した。表１がその結果であ

る。とりわけ消化器系の症状に有意な効果が見

られた。 

 

表 １  旬野菜の利用と健康効果 

貧血 下痢*** 

立ちくらみ 風邪をひきやすい 

だるさ 倦怠感 

食欲がない** 吐き気やむかつき** 

胃もたれ** 冷え性 

胸やけ** 肌の乾燥・肌荒れ 

便秘がち 痣ができやすい** 

目が疲れやすい  

*＜．1 / **＜．05 / ***．01 

出典：筆者作成  

  

２．３  旬野菜の環境効果の実証 

消費地において旬ではない時期の野菜を入

荷すると，気候の異なる遠方から仕入れが行わ

れるため，輸送距離が長くなり CО2 排出量が増

加する。そこで，本節では，旬の時期と旬でない

時期の野菜の輸送に関する CО2 排出量を比較

し，旬野菜の選択は環境への効果があるのかを

実証する。 

スーパーマーケット 1 店舗に陳列されている

野菜を対象にした。平成 29年 9月 4日にサミッ

トストア成城店にて店舗の許可を得て実施した。

野菜の総種類は 97 種類であった。そのすべて

の産地を控え，1品目あたりの輸送にかかるCО2

排出量を計算し，旬の時期の野菜と旬でない時

期の野菜の推計排出量を比較した。計算は従

来トンキロ法と改良トンキロ法を使用した。従来ト

ンキロ法はトラック以外の輸送モードに適用され

るため，海外産の農産物に対して使用した。計

算にあたっての仮定条件として，距離は産地か

ら店舗までの直線距離，重量はすべて10kgと統

一した。1 品目ごとに CО2 の排出量を算出した

後，旬の時期の野菜と旬でない時期の野菜に分

類してその平均を算出した。その結果，推計

排出量の平均が，前者は 4.47kg，後者は 5.22kg

となった。 

 

２．４ 旬野菜の栄養価の測定 

栄養価の検証はらでぃっしゅぼーやと共に実

施した。お試しセットの野菜をサンプルとした。測

定対象はトマト，ピーマン，キュウリ，オク

ラとし，測定時期は販売開始時（2017 年 7 月

末）とした。実際の栄養価測定は株式会社 LSI

メディエンスに委託している。測定は公定法で実

施した。1 品目に 3 つの検体を用意して測定を

行っている。土壌や日照程度による個体間の成

育差を考慮するために，平均値を採用するから

である。測定にかかる費用はクラウドファンディン

グで調達した。クラウドファンディングに応じてい

ただいた寄付者に対しては，この場を借りてお

礼申しあげる。 

測定結果は表 2のとおりである。比較対象とな

る野菜の栄養値は辻村（2003）から得た。測定結

果は，オクラでは比較値を下回る結果となったが，

トマト，ピーマン，きゅうりでは比較対象を上回っ

た。 

 

表２ 旬野菜と旬でない野菜の栄養価比較 

単位：μｇ/100g 

出典：筆者作成  

 

３． 旬の良さの認知活動 

以上のように，①美味しさ，②健康効果，③環

境効果，④栄養効果についての４つの検証を通

して，旬野菜を消費することに一定の効用を示

すことができたといえよう。 

これらの検証結果を踏まえ，旬の良さを伝える

ため，ウェブサイト，SNS，リーフレット，プレスリリ

 ビタミン A 

(βカロテン) 

ビタミン C 

 

ビタミン K 
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トマト 563 393 19 13  

ピーマン 250 345 83 70  

きゅうり  36 34 

オクラ 283 670  
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ースを用いて認知活動を行った。 

３．１  ウェブサイトや SNS での認知活動 

独自で開設のウェブサイトでは，活動報告と

研究成果報告，栄養価の測定結果を掲載した。

当サイトは，お試しセット同梱のリーフレットに記

載した QR コードなどから閲覧が可能である。ア

クセス解析（解析期間：7月 19日から 8月 24日）

の結果，ユーザー数は 307，直帰率は 42.0%と

なった 。また ， SNS の活動では Twitter ・

Instagram・Facebookを使用した。 

 

 

図１  実際のリーフレット 

 

３．２ リーフレットの配布 

お試しセットに同梱したリーフレット（図 1）には，

旬野菜の美味しさを認知してもらうため，日本大

学生物資源科学部谷米温子研究室の学生が考

案したレシピを掲載した（図 2）。10個のレシピは，

セット内の野菜を使って調理可能であり，さらに

旬野菜の栄養価を損なわないように配慮した調

理法となっている。さらに，リーフレットの背面に

は，次回購入のおすすめ野菜を掲載して，購入

者が継続的に旬野菜を消費することを促した。 

３．３  プレスリリース 

この他，らでぃっしゅぼーやによるプレスリリー

スの結果，日経マーケティングジャーナルを含

めた計11社のマスコミに取り上げていただいた。 

 

４． さいごに 

 2013 年に「和食」がユネスコ無形文化遺産に

登録され，日本の食文化が世界に認ねられつつ

ある。旬概念が和食文化を支えていることは間

違いない。しかし，旬を楽しむ文化が希薄化して

いる実態があるなかで，かつての日本人が経験

的に理解していた「旬を食べることの意味」を，

現代で再評価する必要性があると考える。 

 

 
ナスたっぷりハンバーグ 

図２  リーフレットに掲載したレシピ例 
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